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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
1
月
1
日
の
能
登
半
島
地
震
、

翌
日
の
羽
田
空
港
で
の
炎
上
事
故
な
ど
が
新
年
早
々
立
て
続
け
に

発
生
し
、
8
月
に
は
初
め
て
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
の
発

表
、
9
月
に
は
地
震
被
害
地
で
あ
る
能
登
半
島
で
の
大
雨
災
害
な

ど
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
パ
リ
五
輪
で
の
日
本
人

選
手
、
大
リ
ー
グ
で
の
大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍
な
ど
の
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

五
木
村
に
お
き
ま
し
て
は
4
月
18
日
新
し
く
熊
本
県
知
事
に
な

ら
れ
た
木
村
敬
知
事
が
来
村
さ
れ
、
過
去
の
川
辺
川
ダ
ム
建
設
に

伴
う
熊
本
県
の
対
応
を
陳
謝
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
五
木
村

振
興
に
尽
力
す
る
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
4
月
21
日
に
は

議
会
立
会
い
の
下
、
村
長
が
流
水
型
ダ
ム
を
前
提
と
し
た
村
づ
く

り
を
行
う
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
7
月
16
日
に

は
国
・
県
・
村
の
三
者
で
策
定
し
た
「
新
た
な
五
木
村
振
興
計
画
」

の
一
部
改
訂
の
確
認
式
を
行
う
な
ど
川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
向
け
た

動
き
の
大
き
な
一
年
で
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
ダ
ム
対
策
調
査
特
別
委

員
会
を
11
回
開
催
し
、
五
木
村
振
興
計
画
の
促
進
と
実
施
の
確

約
な
ど
を
求
め
議
論
を

行
い
、
治
水
計
画
な
ど

新
た
な
五
木
村
の
在
り

方
を
国
県
村
と
共
に
考

え
、
検
討
し
た
一
年
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
9
月
21

日
に
は
恒
例
と
な
り
ま

し
た
「
中
学
生
議
会
」

が
開
催
さ
れ
、
ダ
ム
問

題
・
地
域
振
興
に
つ
い

て
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
を
大
事
に
思
う
柔
軟
な
発
想
を

も
つ
若
者
の
考
え
は
、
こ
れ
か
ら
の
五
木
村
を
考
え
る
上
で
大
事

な
指
針
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
は
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
・
ダ
ム
な
ど
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
に
向
け
て
執
行
部
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
議
会
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
住
み
や
す
く
、
皆
が
幸
せ

で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
五
木
村
と
な
る
よ
う
、
一
層
の

努
力
を
行
い
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
災
害
の
な
い
静
穏
な
年
で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
議
長
あ
い
さ
つ

五木村議会議長　岡 本　精 二
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　令和６年第４回五木村議会定例会が12月11日（水）から12月13日（金）の３日間の日程で開催
された。
　今回、議会へ提案された議案は諮問案件１件、条例の制定案件１件、条例等の一部改正案件３
件、工事請負契約の締結案件１件、補正予算案件７件の計１３議案が上程された。
　第１日目は諸般の報告、提案理由の説明、議案審議。第２日目は４名の議員が一般質問を行い、
五木村の振興や道の駅、地域おこし協力隊、消防団活動等について、執行部を質した。第３日目
は議案審議、討論、採決が行われ、全会一致で可決し、閉会とした。今議会で決定した予算総額
は49億3,734万９千円となりました。

五木中学校校舎
　　改修設計業務委託料に

4,200万円こんなことが
決まりました

12 月
定例会

【一般会計補正の主なもの】
給与改定に伴う職員給与・手当 1,952万１千円
地方バス運行等特別対策補助金 1,151万３千円
障がい福祉サービス費等給付金 300万円
造林事業補助金 300万円
五木中学校校舎改修設計業務委託料 4,200万円
林道災害復旧工事（令和６年度災） 6,000万円

現在考えられている新校舎の位置現在の五木中学校
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―　第３回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果
（賛成：反対）

諮問
第2号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任答申

全員賛成
議案
第65号

五木村一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第66号

五木村行政手続等における押印見直しに伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第67号

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更
及び規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第68号

人吉球磨広域行政組合の共同処理する事務の変更及び
規約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第69号

工事請負変更契約の締結について（元井谷川河川災害
復旧工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第70号 令和６年度五木村一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第71号

令和６年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第
２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第72号 令和６年度五木村介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第73号

令和６年度五木村代替地上下水道事業特別会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第74号

令和６年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第75号 令和６年度五木村簡易水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第76号

令和６年度五木村農業集落排水事業会計補正予算（第
１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

―　第 6 回臨時会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果
（賛成：反対）

議案
第64号

工事請負契約の締結について（道の駅（物産館）改修
工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

第６回臨時会
工事請負契約の締結を可決
　令和６年第６回五木村議会臨時会が10月31日（木）に開かれ、議案第64号工事請負契約の締結について（道
の駅（物産館）改修工事）を議会にて審議した。この議案について全会一致で可決した。

議案名 議案第64号　工事請負契約の締結について（道の駅（物産館）改修工事）

全会一致
可決

契約の目的 産業工第３号　道の駅（物産館）改修工事
契約の方法 指名競争入札に付し落札契約

契約の相手方 熊本県人吉市西間上町2479-1
丸昭建設株式会社　代表取締役　松村　陽一郎
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人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て

戦
後
６
０
０
０
人
以
上

い
た
人
口
も
現
在
８
０
０
人
台
に

激
減
し
、時
代
の
変
革
と
国
県
に

よ
る
川
辺
川
ダ
ム
の
建
設
計
画
に

よ
っ
て
、計
り
知
れ
な
い
損
失
を

被
る
中
、村
内
各
地
の
集
落
が
消

え
て
い
る
が
一
番
の
要
因
は
何
で

あ
る
と
思
う
か
。

川
辺
川
ダ
ム
建
設
に
伴
う

人
口
流
出
が
一
番
大
き
な
要
因
だ

と
考
え
る
。

最
近
は
ダ
ム
に
関
係
な
く

村
内
の
集
落
が
消
え
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
五
木
全
体
が
消

滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
対
策
は
。

子
育
て
支
援
等
に
よ
っ
て

若
者
に
定
住
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
。二
地
域
居
住
な
ど
を
含
め

総
合
的
に
検
討
す
る
。

早
急
に
具
体
的
な
対
策
を

作
り
、議
会
と
も
議
論
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

少
子
高
齢
者
対
策
に

つ
い
て生

ま
れ
る
子
供
は
少
な

く
、高
齢
者
率
は
50
％
近
く
に
な

り
県
下
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
。明
る

い
未
来
を
地
域
住
民
に
与
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

少
子
化
対

策
と
し
て
保
育
所
の
保
育
料
の
無

償
化
、小
中
学
校
の
給
食
費
な
ど

の
無
償
化
。高
齢
者
に
は
生
き
が

い
対
策
や
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

子
供
さ
ん
を
た
く
さ
ん
産

ん
で
も
ら
う
よ
う
啓
蒙
を
お
願
い

す
る
。

ひ
か
り
輝
く
新
た
な

振
興
策
に
つ
い
て

ダ
ム
の
話
が
出
て
か
ら

58
年
に
な
る
。国
県
は
流
水
型
ダ

ム
を
前
提
と
し
た
新
た
な
村
づ
く

り
と
あ
る
が
、本
当
に
村
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、村
民
の
中
に
は
不

安
も
あ
る
。前
に
計
画
し
て
い
た

五
木
ダ
ム
の
不
確
定
要
素
、河
川

整
備
、国
道
４
４
５
号
、県
道
宮
原

五
木
線
の
大
通
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削

（
３
０
０
０
ｍ
）、小
鶴
原
女
木
線
、

五
木
湯
前
線
、久
連
子
落
合
線
の

早
期
改
良
の
話
が
出
て
か
ら
何
十

年
に
な
る
が
、早
く
実
行
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

安
全
安
心
の
確
保
の
た
め
、

国
、県
が
砂
防
・
治
山
・
河
川

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。県
の
河
川
整
備
に
つ
い

て
は
、通
常
30
年
を
目
安
に

整
備
す
る
と
こ
ろ
、11
年
後

の
令
和
17
年
の
完
了
を
目

指
し
て
取
り
組
む
と
表
明

さ
れ
て
い
る
。

八
ッ
場
ダ
ム
を
視
察

八
ッ
場
ダ
ム
は
68
年
を
か

け
て
完
成
し
、観
光
客
も
年
間
３

０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
る
。立
派

な
道
路
が
で
き
て
お
り
、五
木
の

道
路
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。多

目
的
ダ
ム
で
あ
り
町
に
勢
い
を
感

じ
る
。川
辺
川
ダ
ム
で
も
少
し
は

発
電
を
行
い
、村
民
は
何
十
年
と

苦
し
ん
で
き
た
の
で
電
気
代
を
10

年
か
20
年
、無
料
で
提
供
す
る
な

ど
、村
民
が
喜
ぶ
こ
と
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

今
回
の
新
た
な
振
興
計

画
は
、五
木
村
の
再
生
の
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
だ
と
認
識
し
て
お
り
、

国
・
県
・
村
が
同
じ
思
い
で
取
り
組

ん
で
い
る
。将
来
に
禍
根
を
残
さ

な
い
よ
う
な
政
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
う
。

集落が消えていくがどうする
木下村長　ダムによる影響が一番の要因

髙
田
保
健
福
祉
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

麦
田
政
策
調
整
監

村政
を
問う
一般質問

西村 久徳 議員

村
長

村
長

群馬県長野原町にある八ッ場ダム研修
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ひ
か
り
輝
く
五
木
村

振
興
計
画
に
つ
い
て

振
興
計
画
も
中
間
の
年
度

と
な
る
が
、
未
だ
計
画
さ
れ
て
い

な
い
事
業
が
あ
る
こ
と
を
村
長
は

ど
う
思
う
か
。

国
県
村
で
分
担
、
連
携
し

進
め
る
。
前
期
5
年
で
は
県
道
宮

原
五
木
線
の
改
良
事
業
を
行
う
。

村
独
自
事
業
の
高
齢
者
対

策
や
若
い
方
の
定
住
対
策
な
ど
は

全
国
的
な
人
口
減
少
の
中
で
ど
の

よ
う
な
事
業
を
行
う
か
。

総
事
業
数
１
８
６
事
業
、

国
県
村
で
役
割
を
分
担
し
村
民
の

方
に
結
果
が
見
え
る
取
り
組
み
を

す
る
。

村
独
自
事
業
で
若
い
方

の
定
住
対
策
を
す
る
村
長
の
考
え

は
。

基
本
と
な
る
村
を
担
う
人

材
の
育
成
、
産
業
の
育
成
な
ど
若
手

の
方
々
と
協
議
し
な
が
ら
、
人
口
減

少
対
策
を
進
め
る
。

避
難
路
の
整
備
や
高
齢
者

向
け
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
を
検

討
す
る
協
議
会
等
の
立
ち
上
げ
は
。

五
木
村
住

み
よ
い
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

7
名
で
令
和
5
年
度
2
回
の
協
議

を
し
て
い
る
。

国
も
避
難
所
の
環
境
整

備
で
エ
ア
コ
ン
・
ト
イ
レ
・
高
齢

者
向
け
ベ
ッ
ド
等
を
検
討
し
て
い

る
。
早
め
に
村
内
の
各
避
難
所
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

情
報
を
収
集
し
て
取
り
組

み
た
い
。各

地
区
で
座
談
会
を

行
っ
て
お
り
、
村
民
の
意
見
や

要
望
事
項
を
重
く
受
け
止
め
、

事
業
化
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

意
見
や
要
望
等
を
聞
く
だ

け
で
は
な
く
、
で
き
る
も
の
は
事

業
化
す
る
。

集
落
で
行
う
年
間
行
事

を
継
続
は
で
き
な
い
集
落
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
村
長
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

集
落
の
世
帯
数
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
二
拠
点
生

活
と
し
て
冬
場
は
こ
ち
ら
で
生
活

し
、
暖
か
く
な
れ
ば
自
宅
に
帰
っ

て
生
活
を
す
る
方
法
も
進
め
た

い
。

岡
山
県
奈
義
町
は
若
い
方

の
定
住
に
力
を
入
れ
、
出
生
率
が

２
・
95
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
熊

本
県
高
森
町
は
県
立
高
校
の
生
徒

数
が
20
名
く
ら
い
か
ら
、
マ
ン
ガ

科
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
75
名
の
生

徒
数
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

村
長
の
受
け
止
め
は
。

奈
義
町
は
自
衛
隊
の
駐
屯

地
で
あ
り
、
町
全
体
で
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
高
森
町
は
学
生
寮

を
整
備
し
た
取
り
組
み
を
し
て
お

り
、
五
木
村
も
県
立
高
校
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
る
。

物
産
館
に
つ
い
て

物
産
館
改
修
工
事
が
稼
ぎ

時
で
あ
る
紅
葉
の
時
期
に
重
な
り
、

仮
店
舗
で
営
業
し
て
い
る
た
め
、

生
産
者
の
収
益
が
通
常
の
半
分
ぐ

ら
い
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
。

ご
指
摘
の
と
お
り
で
ト
イ

レ
休
憩
と
物
産
館
が
別
々
に
な
っ

て
お
り
、素
通
り
す
る
方
が
多
い
。

改
修
工
事

は
財
源
的
な
理
由
も
あ
り
こ
の
時

期
と
な
っ
た
。出
荷
協
議
会
と
会

議
の
場
を
持
ち
た
い
。

店
舗
で
働
く
人
の
給
料
等

は
変
わ
ら
な
い
が
出
荷
協
議
会
の

人
の
収
益
は
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
補
助
す
る
考
え
は
。

出
荷
協
議
会
と
話
し
合
っ

て
み
る
。

村政
を
問う
一般質問

計画した事業は早く実現を
木下村長　国県村で連携し進める

藤本 新一 議員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

髙
田
保
健
福
祉
課
長

土
肥
産
業
振
興
課
長

温泉館で仮営業中の物産館
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地域おこし協力隊の定着は
木下村長　地域とのコミュニケーションづくり

村政
を
問う
一般質問

地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
実

績
と
効
果
は
。

平
成
27
年

度
か
ら
20
人
の
隊
員
を
採
用
、
活

動
と
し
て
は
地
域
づ
く
り
、
部
活

動
支
援
、
空
き
家
対
策
、
移
住
定

住
な
ど
の
活
動
に
従
事
。
効
果
に

つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
実
績
は
得

ら
れ
て
い
る
。

村
か
ら
離
れ
て
い
か
れ
た

方
の
理
由
の
検
証
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

将
来
を
見
据

え
た
と
き
生
業
と
し
て
可
能
か
ど

う
か
、
村
内
の
事
業
所
に
就
職
あ

る
い
は
、
起
業
な
ど
を
考
え
て
不

安
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
転
出

さ
れ
た
。

総
務
省
の
支
援
以
外
に
村

か
ら
の
支
援
体
制
づ
く
り
は
行
わ

れ
て
来
た
の
か
。

毎
月
初
め
ダ

ム
対
策
課
を
含
め
全
体
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
、
活
動
報
告
、
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

協
力
隊
の
募
集
は
目
的
を

持
っ
て
行
っ
て
来
た
の
か
。現

在
、
観

光
振
興
、
鳥
獣
被
害
、
営
農
栽
培
、

除
伐
型
林
家
、
な
ど
の
目
的
を

持
っ
た
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

協
力
隊
の
給
与
は
一
律

同
じ
な
の
か
、
自
治
体
に
よ
っ
て

は
業
態
に
よ
っ
て
違
っ
た
体
系
を

と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

総
務
省
の
基

準
に
沿
っ
た
報
酬
年
額
３
２
０
万

円
、
活
動
費
２
０
０
万
円
の
中
で

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

岡
山
県
西
粟
倉
村
で
は
業

態
に
よ
っ
て
給
料
を
変
え
て
い
て
事

業
所
に
協
力
隊
を
採
用
し
て
も
ら
い

事
業
を
持
続
可
能
な
状
態
に
持
っ
て

い
く
よ
う
な
こ
と
行
っ
て
い
る
が

そ
の
よ
う
な
工
夫
は
出
来
な
い
か
。

村
で
は
特
定
地
域
づ
く
り

協
同
組
合
を
熊
本
県
で
第
1
号
と

し
て
設
立
、
そ
の
充
実
を
し
な
が

ら
将
来
、
村
で
の
起
業
、
定
住
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
い
支
援
し
て
行
き
た
い
。

協
力
隊
と
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
で
、
隊
員
だ
け
で
な
く
地
域
の

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い
か
。

３
年
間
と
い
う
期
間
で

地
域
と
の
交
流
も
な
く
定
住
が
進

ま
な
か
っ
た
一
因
は
あ
ろ
う
か
と

思
う
の
で
、
今
後
は
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
振
興
計
画
に
つ

い
て

新
た
な
五
木
村
振
興
計
画

の
来
年
度
重
要
施
策
は
何
を
中
心

と
さ
れ
る
の
か
。

振
興
計
画
の
大
き
な
4
つ

の
柱
を
軸
に
も
う
少
し
大
き
く
し

東
地
区
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
会

議
、宮
園
地
域
の
振
興
協
議
会
ま

た
、中
学
生
議
会
の
意
見
な
ど
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

人
材
の
育
成
が
大
事
で
若

い
人
た
ち
が
村
に
住
み
何
を
し
た

い
の
か
ど
う
か
を
聞
き
そ
れ
を
支

援
す
る
体
制
が
必
要
と
思
う
が
。

教
育
委
員
会
で
は
、
小

中
学
校
を
1
年
生
か
ら
9
年
生
ま

で
の
義
務
教
育
体
制
に
し
て
今
後

は
、
高
校
ま
で
そ
し
て
保
育
園
、

子
育
て
か
ら
高
校
教
育
ま
で
と
今

後
協
議
、
ま
た
、
林
業
大
学
校
を

2
年
の
専
修
課
程
を
設
け
て
い
き

た
い
。

山
村
振
興
交
付
金（
年
間

1
，０
０
０
万
円
）の
活
用
は
行
っ

て
来
た
の
か

現
在
山
村
振

興
交
付
金
の
活
用
は
し
て
い
な

い
。
過
去
農
林
水
産
物
協
議
会
の

立
ち
上
げ
に
3
年
間
活
用
を
し
た

こ
と
が
あ
る
。

こ
の
交
付
金
は
工
夫
し
て

活
用
す
べ
き
で
は
。今

後
、
活
用

の
仕
方
を
勉
強
し
対
応
し
て
い
き

た
い
。

早田 吉臣 議員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

議
員

ダ
ム
対
策
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

ダ
ム
対
策
課
長

土
肥
整
二
ダ
ム
対
策
課
長

土
肥
産
業
振
興
課
長

議
員

村
長

村
長

村
長

議
員
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村政
を
問う
一般質問

行方不明者捜索について
竹村総務課長 準備不足が一番の原因

11
月
9
日
・
10
日
に
発
生

し
た
行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
、

28
名
の
消
防
団
員
の
方
が
日
没
で

野
宿
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

指
揮
系
統
に
問
題
は
な
か
っ
た
の

か
お
尋
ね
し
た
い
。

国
見
山
付
近

の
地
形
を
知
ら
な
い
消
防
団
員
が

捜
索
し
た
こ
と
や
、
準
備
不
足
が

一
番
の
原
因
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

山
に
入
る
時
に
は
現
場
周

辺
の
地
形
に
詳
し
い
人
に
案
内
を

依
頼
し
た
り
、
周
辺
の
地
形
図
を

用
意
す
る
な
ど
、
今
後
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

山
岳
の
人
探
し
や
行
方
不

明
者
の
捜
索
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
猟
友
会
に
も
お
願
い
を
し
、
何

か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を
行
い

一
緒
に
行
っ
て
も
ら
う
体
制
の
構

築
も
必
要
だ
と
思
う
。

装
備
品
等
の
中
に
懐
中
電

灯
な
ど
を
入
れ
て
お
く
な
ど
の
準

備
を
し
て
即
座
に
出
動
で
き
る
体

制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

今
回
の
場
合
は
北
分

署
に
集
合
と
い
う
指
令
で
あ
り
、
本

来
な
ら
一
旦
詰
所
に
集
合
し
各
分
団

長
の
指
示
を
受
け
て
か
ら
必
要
な
道

具
を
用
意
し
て
北
分
署
に
向
か
え
ば

良
か
っ
た
。
本
日
開
催
さ
れ
る
分
団

長
会
議
で
も
こ
の
件
に
つ
い
て
は
反

省
点
も
含
め
、
十
分
協
議
を
す
る
予

定
で
あ
る
。住

宅
火
災
、
山
林
火
災
等

は
消
火
訓
練
や
中
継
訓
練
を
消
防

署
と
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
と
思

う
が
、
今
回
の
よ
う
な
山
林
で
の

捜
索
に
つ
い
て
も
連
携
訓
練
が
必

要
だ
と
思
う
か
。行

方
不
明
者
の
捜

索
の
訓
練
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い

の
で
分
団
長
会
議
で
話
し
合
う
予

定
で
あ
る
。

家
庭
用
の
火
災
報
知
器
は

設
置
し
て
10
年
以
上
に
な
る
と
思

う
。
電
池
が
切
れ
て
起
動
し
な
い

の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
消
防

団
や
区
長
会
を
通
じ
て
更
新
を
す

れ
ば
ど
う
か
。平

成
16
年
６
月
か

ら
義
務
化
に
な
っ
て
い
る
。
今
後

は
ま
ず
調
査
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
に
保
健
福
祉
課

の
事
業
で
あ
る
75
歳
以
上
の
高
齢

者
生
活
応
援
事
業
補
助
金
事
業
を

利
用
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

瀬
目
公
園
の
ト
イ
レ
の

改
修
に
つ
い
て
、
今
年
3
月
の
定

例
会
の
時
に
質
問
し
、
検
討
す

る
と
回
答
を
得
た
。
そ
の
後
ど

う
な
っ
た
の
か
お
尋
ね
し
た
い
。

設
置
者
の

国
と
村
で
施
設
管
理
の
協
定
を
結

ん
で
い
る
が
、
便
器
が
古
く
て
利

用
や
管
理
の
面
で
も
改
善
が
必

要
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
で
き
れ
ば
次
年
度
の
予
算
編

成
ま
で
方
向
を
固
め
て
何
ら
か
の

対
応
を
行
い
た
い
。

令
和
7
年
度
当
初
予
算
で

や
っ
て
い
き
た
い
。

川 正美 議員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

竹
村
総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

土
肥
産
業
振
興
課
長

家庭用の火災報知器

五木村消防団

様々な装備を備えている詰所（第1分団）

議
員

村
長
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議会の動き（10月～12月）
  ２日 定例全員協議会（全議員）
  八代市議会議長来村（議長）
  ４日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員会（田山・西村議員）
  県道五木湯前線・幸野染田線改良貫通促進期成会要望
  （議長・川邉経済委員長）

  ７日 郡）町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会（各議員）雨天により中止
  ９日 第５回臨時会（全議員）
 県）町村議会議員オンライン研修（全議員）
 第１回広報委員会
10日 定例郡議長会議（岡本議長）
 人吉下球磨消防組合定期監査（川邉議員）
16日 第２回広報委員会
21日 第２回決算認定審査特別委員会（各委員）
 第３回広報委員会
22日～ 24日　町村監査委員全国研修会（田山監査委員）
25日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員会（田山・西村議員）
28日 例月監査（田山監査委員）
29日 東小学校へ行こうの日（各議員）
31日 第６回臨時会（全議員）
 第３回決算認定審査特別委員会（全委員）

  ５日 定例全員協議会（全議員）
  第４回決算認定審査特別委員会（全委員）
  ６日 県）広報委員研修会（各委員）

  ７日 人吉下球磨消防組合定期監査（川邉議員）
  ８日 定例郡議長会議（岡本議長）
 小さな村ｇ７サミット（全議員）

  ９日 五木の秋祭（岡本議長）
11日 三重県志摩市議会来村（岡本議長）
13日～15日　町村議会議長全国大会及び要望・行政視察（岡本議長）
16日 五木中文化祭・人権コンサート（各議員）
  東小ふれあいフェスティバル（各議員）
18日 ダム対策調査特別委員会（全委員）
19日～21日　人吉下球磨消防組合議会視察研修（川邉議員）
22日 人吉球磨広域行政組合議会全員協議会（田山・西村議員）
25日 例月監査（田山監査委員）
 人吉下球磨消防組合議会定例会・全員協議会（川邉議員）
26～28日　ダム対策調査特別員会視察研修（群馬県長野原町他）（各委員）
29日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）

  ４日 議会運営委員会（全委員）
  定例全員協議会（全議員）
  ８日 八代市樅木砂防堰堤起工式（岡本議長）

10日 人吉下球磨消防組合定期監査（川邉議員）
11日 議会運営委員会（全委員）
11 ～ 13日　第４回議会定例会（全議員）
14日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（田山・西村議員）
17日 定期監査（田山監査委員）　
18日 ダム対策調査特別委員会（全委員）　
20日 例月監査（田山監査委員）
21日 国道219号整備改良促進期成同盟会総決起大会（岡本議長）
25日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）
26日 郡）議長・副議長合同会議（岡本議長・中村副議長）

10
月

11
月

12
月

④
村
や
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と

　

仕
事
柄
、
山
間
部
に
行
く
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
通
信
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
何

か
あ
っ
て
も
す
ぐ
連
絡
が
取
れ

な
い
こ
と
が
多
い
。

　

五
木
で
は
こ
う
い
っ
た
職
業

が
多
い
と
思
う
の
で
、
改
善
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
若
者
が
住
み
や
す
い
村

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

①
自
己
紹
介

　

6
年
ほ
ど
前
に
五
木
村
に

帰
っ
て
き
て
振
興
公
社
で
働
い

て
い
ま
す
。
休
日
は
た
ま
に
海

釣
り
に
行
き
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
て
い
ま
す
。

②
仕
事
に
つ
い
て

　

振
興
公
社
で
道
路
の
維
持
管

理
や
Ｊ
Ｎ
Ｃ
等
の
委
託
業
務
を

し
て
い
ま
す
。

③
五
木
の
感
想

　

私
が
小
さ
い
頃
よ
り
も
ヒ
ス

ト
リ
ア
テ
ラ
ス
や
ヴ
ィ
ラ
等
の

施
設
が
増
え
、
頭
地
大
橋
も
で

き
交
通
の
便
も
改
善
さ
れ
て
観

光
客
の
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、
商
店
や
食
堂
等
が
少

な
く
、
閉
店
時
間
も
早
い
し
活

気
が
な
い
気
が
し
ま
す
。

    
下
村　

祥
平
さ
ん

 

28
歳（
下
谷
）

振興公社の道路維持作業の様子
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次
回
の
定
例
会
は
３
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
議
会
広
報
紙

「
や
ま
め
」を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

早
く
も
２
月
に
な
り
ま
し
た
。
２

月
３
日
は
立
春
で
暦
の
上
で
は
春
に

な
り
ま
す
が
、
厳
し
い
寒
さ
が
ま
だ

し
ば
ら
く
は
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

村
民
の
皆
様
に
は
体
調
管
理
に
お
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
暖
か
く
し
て

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
ま
た
五

木
村
に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

中
村　

俊
也

連載第４回

九折瀬

　

や
ま
め
１
５
０
号
に
て
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。

　

２
Ｐ　

や
ま
め
第
25
号
記
事

　
　
　
　
　
「
昭
和
62
年
」
↓
「
平
成
5
年
」

　

２
Ｐ　

や
ま
め
第
82
号
記
事

　
　
　
　
　
「
川
辺
川
ダ
ム
本
体
着
工
に
同
意
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
「
削
除
」

九折瀬・八原地区
世帯数　８世帯
　男　　12人
　女　　19人

写真提供：
　地域おこし協力隊
　　　　平山　光信 さん


